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１．はじめに 

同一の石炭火力発電所であっても、採取時期が異

なれば、石炭の燃焼温度および炭種（石炭の種類）

などが異なることもある。そのため、副産されたフ

ライアッシュ（以下｢FA｣と称す）の品質は異なると

考えられる。また、同一品種であっても、異なる石

炭火力発電所では、発電能力などが異なるため、JIS

で規定された範囲内において FAの品質は異なる。 

現在、FAは採取時期や産出発電所が異なる毎に品

質が異なり、それらを混和したコンクリートの性能

も異なると、実験レベルでは言われている。ただし、

研究レベルにおいても、採取時期および産出発電所

の異なる FA がコンクリートに及ぼす影響は明らか

にされていない。 

上述の背景を踏まえて本研究では、採取時期およ

び石炭火力発電所が異なる FA を用いて、セメント

に対して 10～30％の割合で混和したコンクリート

を作製し、流動性および強度について評価した。 

 

２．実験概要 

使用した FA およびセメントの比表面積と強熱減

量を表１に示す。４箇所の石炭火力発電所で２～３

時期に副産された 17の FAを用いた。表２に実験ケ

ースを示す。４箇所の発電所で、2007年 3月および

2007 年 6 月に副産された６品種の FA を用いた 36

ケース、2007年 11月に副産された５品種の FAを

用いた 15ケースおよび FAを混和しないケース（以

下｢無混和｣と称す）の計 52ケースで実験を行った。

表３にコンクリートの配合を示す。なお、FAの密度

はケース毎に異なるため、ここではρFA:2.20(g/cm3)

の一例を示す。また、本研究では AE減水剤などの 

化学混和剤は使用しておらず、FAがコンクリートに

直接的に及ぼす影響を確認した。そのため、FA中に

含まれる未燃カーボンが化学混和剤への吸着に及ぼ

す影響は考慮しなかった。 

 試験項目は、スランプ試験および材齢 91日の圧縮

強度試験とした。ここで、スランプ試験については

３採取時期、圧縮強度試験については２採取時期の

FAを対象とした。 
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表３ コンクリートの配合 
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表２ 実験ケース 
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表１ 結合材の比表面積と強熱減量 
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３．実験結果および考察 

 図１に、採取時期がスラ

ンプに及ぼす影響を示す。

これらによれば、2007 年

6 月を基準とした場合、

2007 年 3 月および 2007

年 11月との差は、おおよ

そ±1.5cm内となる。した

がって、産出発電所および

配合が同一の場合、採取時

期はスランプに概ね影響

を及ぼさないと判断した。 

図２に、採取時期の違い

が圧縮強度に及ぼす影響

を示す。これによれば、採取時期が 2007年 3

月と 2007年 6月では、産出発電所および配合

が同一の場合、圧縮強度に影響を及ぼさないと

判断した。 

図３に、産出発電所がスランプおよび圧縮強

度に及ぼす影響を示す。これらによれば、産出

発電所が異なれば、FAの品種および混和割合

が同一であっても、スランプに差が生じる。特

に、FA混和割合が大きくなるに伴い、産出発

電所の違いによるスランプの差は大きくなる。

また、FAの品種および混和割合が同一の場合、

圧縮強度の差は小さい。 

 

４．まとめ 

①本研究の範囲内では、

同一の発電所から産

出された JIS 灰を用

いた場合、採取時期

の違いはスランプお

よび圧縮強度に影響

を及ぼさない。 

②産出発電所が異なれ

ば、同一品種の FA

を混和した場合でさ

えも、特に FA の混

和割合が増加すると、

スランプは異なる。 
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図１ 採取時期がスランプに及ぼす影響 
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図２ 採取時期が圧縮強度に及ぼす影響 

B-Ⅱ 2007/03

B-Ⅱ 2007/06

C-Ⅱ 2007/03

C-Ⅱ 2007/06

C-Ⅱ 2007/11

D-Ⅱ 2007/03

D-Ⅱ 2007/06

D-Ⅱ 2007/110

2

4

6

内割１０wt％ 内割２０wt％ 内割３０wt％

A
－
Ⅱ
と
の
ス
ラ
ン
プ
の
差
  
（c
m
）

0

2

4

6

内割１０wt％ 内割２０wt％ 内割３０wt％

A
－
Ⅱ
と
の
圧
縮
強
度
の
差
  （
N
/m
m
2 ） B-Ⅱ 2007/03

B-Ⅱ 2007/06

C-Ⅱ 2007/03

C-Ⅱ 2007/06

C-Ⅱ 2007/11

D-Ⅱ 2007/03

D-Ⅱ 2007/06

D-Ⅱ 2007/110

2

4

6

内割１０wt％ 内割２０wt％ 内割３０wt％

A
－
Ⅱ
と
の
ス
ラ
ン
プ
の
差
  
（c
m
）

0

2

4

6

内割１０wt％ 内割２０wt％ 内割３０wt％

A
－
Ⅱ
と
の
圧
縮
強
度
の
差
  （
N
/m
m
2 ）

図３ 産出発電所がスランプおよび圧縮強度に及ぼす影響 
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